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また、わたしは、御座にすわっておられる方の右の手に巻き物があるのを見た。それは内側

にも外側にも文字が書きしるされ、七つの封印で封じられていた。また私は、ひとりの強い御使

いが、大声でふれ広めて、「巻き物を開いて、封印を解くのにふさわしい者はだれか。」と言っ

ているのを見た。しかし、天にも、地にも、地の下にも、だれひとりその巻き物を開くことので

きる者はなく、見ることのできる者もいなかった．．．ふさわしい者がだれも見つからなかった

ので、私は激しく泣いていた。すると、長老のひとりが、私に言った。「泣いてはいけない。見

なさい。ユダ族から出たしし、ダビデの根が勝利を得たので、その巻き物を開いて、七つの封印

を解くことができます。」さらに私は、御座―そこには、四つの生き物がいる。―と、長老たち

との間に、ほふられたと見える小羊が立っているのを見た。これに七つの角と七つの目があった。

その目は、全世界に遣わされた神の七つの御霊である。小羊は近づいて．．．巻き物を受け取っ

た．．．四つの生き物と二十四人の長老は、おのおの、立琴と、香のいっぱいはいった金の鉢と

を持って、小羊の前にひれ伏した。この香は聖徒たちの祈りである。彼らは、新しい歌を歌って

言った。「あなたは、巻き物を受け取って、その封印を解くのにふさわしい方です。あなたは、

ほふられて、その血により、あらゆる部族、国語、民族、国民の中から、神のために人々を贖い、

私たちの神のために、この人々を王国とし、祭司とされました。彼らは地上を治めるのです。」

また私は見た。私は．．．回りに、多くの御使いたちの声を聞いた．．．彼らは大声で言った。

「ほふられた小羊は、力と、富と、知恵と、勢いと、誉れと、栄光と、賛美を受けるにふさわし

い方です。」また私は、天と地と、地の下と、海の上のあらゆる造られたもの、およびその中に

ある生き物がこう言うのを聞いた。「御座にすわる方と、小羊とに、賛美と誉れと栄光と力が永

遠にあるように。」また、四つの生き物はアーメンと言い、長老たちはひれ伏して拝んだ。

ヨハネの黙示録５：１－１４．
新約聖書の中で最後に記されたヨハネの黙示録には、僕ヨハネの「見た事、今ある事、この後に起こ

る事」、すなわち過去、現在、未来に亘るキリストの啓示が地上の教会の現状と未来、天界の神、サタンの影
響下にある地上（この世）、地上を支配されるキリスト、神の永遠の御国の順で、22章に亘って記されて
います。九月号で天の御座の回りの様子を覗いてみましたが、今月号ではその続きの天界の光景を黙示録
５章から学ぶことにしましょう。

ヨハネはそこで御座に座っておられる方の右手に七つの封印で閉じられた「巻き物」があるのを見
ます。初代教会において用いられた写本は二世紀以降用いられるようになったページのある本状の「コー
デクス」ではなく、パピルスか羊皮紙の巻き物の形態を取ったものでしたから、ヨハネが見たのも、ある箇
所まで巻かれ、封印され、また巻かれ、封印されという具合に六回封印された後、七つ目の封印で全体が封

じられていた巻き物だったのでしょう。パピルス製の巻き物の場合、通常字が書かれる
おもて

表
めん

面（内側）は
横生地で滑らかになっており、裏面（外側）は縦生地で粗雑、不均一だったので、文字が両面に書かれる
ということは極めてまれなことでした。今回は触れませんが、表からも裏からも読める神の啓示の言葉に
は、秘められた言葉、暗号が織り込まれていることが暗示されているのかもしれません。聖書には「アダ
ムの歴史の記録」に始まって、「律法の書」「契約の書」「のろいの書き物」「主の戦いの書」「～の言行録」
「購入証書」「幾つかの文書」「いのちの書」と多くの書が登場しますが、ヨハネが見た封印された巻き物が
何であるかにヒントを与えてくれるのは、エレミヤ書に登場する「封印された購入証書」です。エルサレ
ム、ユダがバビロンの占領下に置かれることを知って、それでもエレミヤは主が命ぜられた通り、いとこ
のハナムエルからアナトテにある畑地を買ったのでしたがそのとき交わされたのが、この不動産権利証
書でした。封印された証書はエレミヤの代書人であったバルクに手渡され、イスラエルのバビロン捕囚に
よってエルサレム、ユダの町々がカルデヤ人の支配下に置かれた七十年間、土の器に入れて保管されたの
でした。イスラエルの民が再び約束の地に戻されるとき、この権利証書の持ち主は封印を解き、土地を入
手する権利を主張することができるでしょう。それと同じように、ヨハネの見た巻き物は、この世（地上）
の持ち主だけが開封することのできた権利証書だったのです。ちなみにローマの法律では、遺言は七つの
封印で閉じられることになっていたようです。

地、人、被造物（造られたもの）すべてが贖われるには、この地の権利証書が開かれ、新しい世が始
まらなければならないのでした。果たして、封印を解く権利のある『地の相続人』はだれか?　と御使いが
大声で触れ回ったとき、「天にも、地にも、地の下にも、だれひとり」それに相応しい者はおらず、ヨハネは
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いらだちと悲しみで激しく泣いていました。創造の初め、地を従え、すべての生き物を支配することを神
が委ねられた全人類の父祖アダムは、どこにいるのか？　彼が地を相続することはできないのか?　とヨ
ハネは思ったかもしれません。しかし、アダムは罪のゆえに、地を相続する権利を失ったのでした。ルツ記
に格好な例証が語られているように、以前の所有者の親類の者だけが地を買い戻す権利があるわけです
から、そのような資格を満たすことのできる者は随分限られることになります。天の御使いではその資格
を満たすことはできないのです。それでは、アダムに代わる「買戻しの権利のあるだれか親類の者」はいな
いものか？と、ヨハネが途方に暮れていると、長老の一人が、「見なさい。ユダ族から出たししで勝利を得
たダビデの根」なる王がいるではないか！と励まします。そこでヨハネが示されるままに見たのは、しか
し、百獣の王たる獅子ではなく、弱々しい「ほふられたと見える小羊」でした。かつてイエスはイエスを約
束のダビデの血筋の王、メシヤ（救い主）と認めようとしなかったパリサイ人たちに、ダビデの子孫に生
まれるはずのキリストを、すなわち、まだ当時は生まれていなかったキリストをダビデは御霊によって
「主」と呼んだという不可思議、逆説を指摘されました（マタイ 22：41－46）が、ダビデの時代よりほぼ
千年後にダビデの生まれ故郷でありダビデの町と呼ばれたベツレヘムで御降誕され、十字架上で全人類
の救いのために贖いの死を遂げられた犠牲の小羊、イエス・キリストこそ「苦難のしもべ」であり、同時に
ダビデの血筋の「ユダの王」であったのでした。獅子に象徴されるユダ族からダビデの血筋の王が救い主
として生まれ、永遠の国を治めることは、イスラエルの族長ヤコブ、預言者サムエル、ダビデ、イエスの母
マリアへのよく知られた預言はじめ、多くの預言で語られてきたことでした。実際、弱々しくほふられた
と見えた小羊は、力のみなぎった一歳の雄羊（出エジプト記 12：5）で、「七つの角」と「七つの目」に象徴
される完全な力と完全な監視眼で、全世界にくまなく遣わされた神の七つの御霊によって、地上のすべて
のことを見通していた、獅子にも匹敵する王者たる貫禄を備えた方でした。

この「神の小羊キリスト」こそ、最初の血肉のアダムに代わってこの地の相続人「生かす
み た ま

御霊」（コリント
人第一 15：45）となられた「最後のアダム」だったのでした。それは十字架上での犠牲の死によって流さ
れたご自分の血の代価で、この世をご自分のものとして買い取ってくださったことによって初めて、達成
されたことでした。

罪に汚れたこの地、この世の人々がキリストによって贖われ、神の国が設立されるために、ついに
人類史に最後をもたらすことになる神のご計画が、その「巻き物」には書かれているに違いないのです。
今や「巻き物」が解かれるかどうかは大問題です。解かれなければ、邪悪なこの時代は引き続き現在のま
ま存続することになるからです。人類史の最後に、神以外の支配体制をすべて打ち砕き、神の体制に置き
換えるために必要な聖めの一連の災いを始めるには、封印を解く権利のある者が必要なのです。果たして
神は、この資格のある唯一の方、王であると同時に苦難のしもべなるイエス・キリストを人類の救いのた
めにすでに創造の始めから備えていてくださったのでした。さて、サタンの邪悪な体制についに終わりを
告げる方の到来で、四つの生き物、二十四人の長老はじめ万の幾万倍、千の幾千倍という数知れない御使
いたち等天界の被造物の喜びは絶頂に達しますが、聖徒たちもこの喜びに大きく貢献する役割りを果た
すことになります。小羊が巻き物を受け取ったとき、「香のいっぱい入った金の鉢」が小羊の前に差し出
されましたが、「この香は聖徒たちの祈り」なのです。信仰によってキリストに贖われた者たち、すなわち、
キリストの証し人たちは、神への真剣な祈り、執り成しを通して神の贖いの業に関わっているのです。パ
ウロは「すべての人のために、また王とすべての高い地位にある人たちのために願い、祈り、とりなし、
感謝がささげられるようにしなさい．．．そうすることは、私たちの救い主である神の御前において
良いことであり、喜ばれることなのです。神は、すべての人が救われて、真理を知るようになるのを望ん
でおられます。神は唯一です。また、神と人との間の仲介者も唯一であって、それは人としてのキリスト・
イエスです。キリストは、すべての人の贖いの代価としてご自身をお与えになりました。これが時至っ
てなされた証しなのです。」（テモテ第一 2：1－6）と、キリスト信仰の真髄となる真理を語ったとき、
祈り、執り成すことを勧めましたが、祈り、執り成し、感謝を通して私たちも、神と御子が連帯で関わられ
た全人類の救いの業に参加することになるのです。

ここで天界の被造物は、御座に座っておられる方と小羊の前にひれ伏し、「新しい歌」を歌って礼拝
しています。目の前の方が神であるから、その方が御座に就いておられるから、その方が贖いの業（十字
架上の死と甦り）を成し遂げてくださったから、彼らは喜び、大合唱で礼拝しているのです。人類のため
にキリストが犠牲の死、罪の縄目からの解放、救いのすべてを達成してくださった今、キリストの証し人
たちは王になり、祭司になり、キリストと共に地を治める者とされたのです。このような素晴らしい新生
の－　世、時代、人々　－の幕開けに、賛美と誉れの新しい歌を歌わずにおれましょうか。王であり祭司で
もあるという職務兼任の資格は、メルキゼデクとキリストにだけ許されたのでしたが、神の国ではキリス
トが約束されたように、キリストの勝利に与った者たちが、晴れてこれらの役割りを担うことになるので
す（マタイ 9：28、コリント人第一6：2、etc.）。「ワーシップ　worship」という英語は、どんなに価値が
あるかを意味する ‘worth-ship’ から派生したものですが、創造者のみがご自分の造られた被造物から
礼拝され、賛美される価値のある方であることは明らかです。天界での新しい歌の大合唱は天使たちも加
わって壮大なものとなります。「力」「富」「知恵」「勢い」「誉れ」「栄光」「賛美」すべてを受けるに値する方は、
言うまでもなく、創造者なる神のみなのです。今や全被造物の崇拝の対象は、天地の創造者である唯一な
る神「御座にすわる方と、小羊」で、このとき小羊なるキリストの神性はだれの目にも明らかな紛れもな
い事実となります。人間史の現時点では、すなわちサタンがまだこの世を誘惑することができる間は、キ
リストはまだ「万物をその足の下に従わせ（て）」おられないので、「天におられる大能者の御座の右に
着座（して）」大祭司として執り成しをしておられるのですが（へブル人 8：1）、「敵がご自分の足台
となる」日には、「イエスの御名によって、天にあるもの、地にあるもの、地の下にあるもののすべてが、
ひざをかがめ、すべての口が『イエス・キリストは主である。』と告白して、父なる神がほめたたえられ
る」ことになるのです（ピリピ人2：10－11）。ハレルヤ!
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